






 

 

 

発生量に対する各処理量見込みの割合を見ると表3-2-3のとおりである。 

処理量の将来予測は、現状の業種別、種類別の排出量に対する処理方法等の割合が将来も一定である

と仮定し算出した。 

排出量に対する資源化量の割合は、増加する見込みとなっており、最終処分量の割合はほぼ横ばいで

あることが見込みとなっている。 

 

 

 

表 3-2-3 処理状況の将来見込み 

 
 

 

 

 

 

  

平成２５年度 6,785 (100.0%) 6,022 (88.8%) 3,175 (46.8%) 304 (4.5%)

平成３０年度 6,921 (100.0%) 6,140 (88.7%) 3,256 (47.0%) 311 (4.5%)

平成３５年度 7,311 (100.0%) 6,475 (88.6%) 3,448 (47.2%) 333 (4.5%)
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